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構想問題構想問題

（第三種郵便物認可） ２０１２年５月１５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（４）

　

池
内　

橋
下
大
阪
市
長
は

今
年
２
月
に
、
生
活
保
護
制

度
等
の
「
西
成
特
区
構
想
」

を
発
表
し
、
生
保
患
者
の
受

診
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

高
本　

え
え
。
特
区
と
い

１．医療機関等登録制度の導入（試行実施）
【西成区：実施機関として実施】 
《骨子》 
① 西成区の生活保護受給者の受診医療機関を診療科目毎に登録。 
② 調剤薬局も生活保護受給者毎に原則として１者に集約、登録。 
※他の政令都市では例無し 

２．生活保護医療機関の新規指定に本市独自基準の導入（試行実施） 
【大阪市：福祉局として実施】 
《骨子》 
① 生活保護医療機関の新規指定に際して、当該医療機関の管理医師、
法人役員が、過去５年内に不正又は不当な診療や診療報酬の請求を
行った医療機関に管理医師、法人役員として在籍していた場合を欠
格事由に設定。 

② 新規指定に指定期間を設定（３年程度） 
③ 当該期間中に個別指導を実施 
④ 当該期間中に不正又は不当な診療や診療報酬の請求を行った場合、
次期（更新）指定申請を却下。 

※上記事実が無い場合、次期指定には期限を附さない。 
※他の政令都市では例無し 

３．指定済み医療機関に対する効果的な個別指導の実施 
【大阪市：福祉局として実施】 
　電子レセプトを分析し、請求点数が一定値を超えるレセプトが多い
医療機関、再審査請求率が高い医療機関、査定率・査定点数が高い医
療機関、レセプト平均点数が高い医療機関などを抽出し、効果的な個
別指導を実施
※全市医療機関を対象

っ
て
も
、
国
の
す
す
め
る
規

制
緩
和
特
区
を
申
請
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
大

阪
市
の
施
策
に
「
特
区
」
と

い
う
名
称
を
使
っ
て
い
る
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

大
阪
市
で
は
生
活
保
護
費

す
仕
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
指
定
済
で

も
、
レ
セ
プ
ト
平
均
点
数
が

高
い
医
療
機
関
に
対
し
て

「
効
果
的
な
個
別
指
導
」
を

実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

池
内　

経
済
審
査
や
集
団

　

池
内　

医
療
機
関
等
登
録

制
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す

か
。

　

高
本　

医
療
機
関
を
生
保

患
者
ご
と
、
診
療
科
目
ご
と

に
登
録
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
調
剤
薬
局
も
一
つ
に
集

約
し
ま
す
。
現
在
な
ら
受
診

し
た
い
医
院
が
あ
れ
ば
後
か

ら
で
も
認
め
ら
れ
る
も
の

が
、「
登
録
」外
と
拒
否
さ
れ

る
こ
と
も
起
こ
り
え
ま
す
。

行
政
が
登
録
医
療
機
関
を
保

険
点
数
の
低
い
と
こ
ろ
に
す

る
よ
う
、
誘
導
し
て
い
く
可

能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　

池
内　

受
診
す
る
医
療
機

関
を
患
者
が
自
由
に
選
べ
る

「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
」
の
原

　

池
内　

近
年
、「
年
金
や

最
低
賃
金
よ
り
生
活
保
護
の

受
給
額
が
高
い
」「
医
療
扶

助
の
自
己
負
担
が
な
い
た
め

医
療
費
が
激
増
し
て
い
る
」

な
ど
、
制
度
や
受
給
者
に
厳

し
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
ま

す
。
社
会
的
弱
者
を
攻
撃
す

る
よ
う
な
風
潮
は
不
健
全
で

的
個
別
指
導
の
よ
う
に
、
生

活
保
護
患
者
へ
の
委
縮
診
療

を
狙
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

高
本　

医
師
に
対
し
て

「
生
保
患
者
の
レ
セ
プ
ト
点

数
を
低
く
し
ろ
」
と
い
う
明

則
に
反
す
る
内
容
で
す
ね
。

　

高
本　

そ
う
な
ん
で
す
。

ま
た
、
私
は
内
科
医
で
す

が
、
な
じ
み
の
信
頼
で
き
る

耳
鼻
科
や
眼
科
が
登
録
医
療

す
ね
。

　

郷
地　

受
給
者
の
実
態
を

無
視
し
た
、
極
め
て
歪
ん
だ

レ
ッ
テ
ル
貼
り
だ
と
思
い
ま

す
。
受
給
世
帯
の
半
数
は
高

齢
者
世
帯
で
あ
り
、
高
齢
者

・
障
害
者
・
母
子
世
帯
で
87

％
を
占
め
ま
す
。
受
給
者
の

多
く
が
、
生
保
が
な
け
れ
ば

機
関
で
な
け
れ
ば
患
者
を
紹

介
し
た
く
て
も
で
き
ま
せ

ん
。
医
師
の
裁
量
も
否
定
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

大
阪
協
会
が
西
成
区
の
会

生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
切

実
な
人
た
ち
で
す
。

　

私
も
神
戸
で
た
く
さ
ん
の

生
保
患
者
を
診
て
き
ま
し
た

が
、
実
際
に
多
く
は
高
齢

者
、
特
に
、
長
年
に
わ
た
り

過
酷
な
肉
体
労
働
に
従
事
し

て
き
た
人
た
ち
で
す
。
彼
ら

は
様
々
な
事
情
か
ら
、
３
Ｋ

員
を
対
象
に
実
施
し
た
緊
急

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
登
録
制

に
つ
い
て
多
く
の
会
員
が

「
生
保
患
者
の
人
権
侵
害
に

つ
な
が
る
」「
医
療
へ
の
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
阻
害
す

る
」「
萎
縮
診
療
に
つ
な
が

る
」
と
し
て
「
反
対
」
だ
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
制
は
、
西
成
区
の
生

保
患
者
の
み
を
対
象
に
し
た

極
め
て
差
別
的
な
内
容
で
す

が
、
受
給
者
や
医
療
扶
助
を

減
ら
し
た
い
国
や
他
の
自
治

体
が
追
随
し
て
、
各
地
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

を
と
も
な
う
仕
事
を
転
々
と

し
な
が
ら
続
け
た
末
に
体
を

壊
し
、
色
々
な
疾
患
を
か
か

え
て
い
ま
す
。
元
港
湾
労
働

者
な
ど
に
は
、
中
皮
腫
な
ど

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
と
み
ら

れ
る
所
見
が
あ
る
人
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
建
設
現
場
や

荷
役
作
業
な
ど
で
日
本
の
高

度
経
済
成
長
を
底
辺
で
支
え

て
き
た
人
た
ち
が
、
低
賃
金

・
不
安
定
労
働
で
経
済
的
に

も
健
康
的
に
も
痛
め
つ
け
ら

れ
、
年
を
と
っ
て
か
ら
最
後

に
し
か
た
な
く
生
活
保
護
を

受
け
る
―
そ
れ
が
実
情
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

高
本　

全
く
同
感
で
す
。

無
年
金
や
低
年
金
な
ど
、
日

本
は
年
金
制
度
が
未
成
熟
な

た
め
、
生
活
が
困
難
な
高
齢

者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま

た
、
小
泉
構
造
改
革
に
よ
る

失
業
者
や
非
正
規
雇
用
の
増

大
、
社
会
保
障
の
相
次
ぐ
改

悪
な
ど
で
、
若
い
世
代
も
含

め
た
貧
困
層
の
増
加
が
根
本

に
あ
り
、
生
保
受
給
者
が
増

え
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を

単
に
「
働
か
ず
に
昼
か
ら
酒

を
飲
み
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
ば
か

確
な
圧
力
を
か
け
る
も
の
で

す
。「
本
当
は
心
エ
コ
ー
を

し
た
い
け
ど
、
指
導
の
対
象

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

や
め
よ
う
」
な
ど
、
結
果
と

し
て
患
者
の
受
療
権
が
侵
害

さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

ば
、
新
規
指
定
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。
新
規
指
定
後
は
３

年
の
「
チ
ェ
ッ
ク
」
期
間
が

設
け
ら
れ
、
そ
の
間
に
立
入

検
査
を
実
施
し
、「『
指
定
取

消
、
戒
告
、
注
意
』
相
当
の

事
実
」
と
し
て
、「
高
点
数
」

や
「
頻
回
受
診
」「
過
剰
診

療
」
な
ど
が
あ
っ
た
と
み
な

さ
れ
れ
ば
、
指
定
を
取
り
消

の
半
分
近
く
を
医
療
扶
助
が

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

阪
市
の
中
で
も
西
成
区
は
、

住
民
の
４
人
に
１
人
が
生
活

保
護
受
給
者
で
す
。
橋
下
市

長
は
、
医
療
扶
助「
適
正
化
」

を
行
う
と
し
て
、
生
活
保
護

を
扱
う
医
療
機
関
の
指
定
制

度
を
更
新
制
に
す
る
こ
と

と
、
生
保
患
者
が
受
診
で
き

る
医
療
機
関
を
科
毎
一
つ
に

限
定
す
る
「
医
療
機
関
等
登

録
制
」を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

指
定
制
度
は
、
過
去
５
年

以
内
に
「
指
定
取
消
、
戒

告
、
注
意
」
な
ど
が
あ
れ

西成区における重点的医療扶助適正化対策（抜粋）

生活保護医療扶助を制限
大阪府保険医協会・高本英司理事長に聞く
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レ
セ
プ
ト
点
数
高
い
医
院
に

レ
セ
プ
ト
点
数
高
い
医
院
に

「
効
果
的
な
指
導
」

「
効
果
的
な
指
導
」

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し

委
縮
診
療
へ

委
縮
診
療
へ 生活保護に占める不正受給の割合

不正受給件数の割合 不正受給金額の割合

07年度 1.44％ 0.35％

08年度 1.62％ 0.39％

09年度 1.54％ 0.33％

10年度 1.80％ 0.38％

厚労省「生活保護制度の現状等について」「福祉行政報告例」から作成

実
態
を
無
視
し
た
生
保

実
態
を
無
視
し
た
生
保

バ
ッ
シ
ン
グ

バ
ッ
シ
ン
グ

　

大
阪
市
の
橋
下
徹
市
長
が
、
大
阪
市
西
成
区
の
生
活
保
護
医
療
扶
助
を
「
適
正
化
」
す
る

と
し
て
、「
西
成
特
区
構
想
」
を
発
表
し
た
。
同
構
想
の
内
容
や
狙
い
な
ど
に
つ
い
て
、
大

阪
府
保
険
医
協
会
の
高
本
英
司
理
事
長
（
大
阪
市
城
東
区
・
た
か
も
と
診
療
所
院
長
）
に
兵

庫
協
会
の
池
内
春
樹
理
事
長
と
郷
地
秀
夫
副
理
事
長
が
話
を
伺
っ
た
。

 

（
兵
庫
保
険
医
新
聞
４
月
25
日
付
か
ら
転
載
）

大阪市「生活保護医療扶助の適正実施に向けた調査結果」

11年２月「大阪市政だより」（下線部は協会）

高本英司大阪府保険医協会
理事長　　　　　　　　　


